
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
全
戸
案

内
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
間
も
な
く  

「
暖
暖
」
が
開
店
し
ま
す
。 

式
典
は
午
前
十
時
、
暖
暖
の 

正
面
玄
関
前
で
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
十
一
月
九
日
は
生
ま
れ
変

わ
っ
た
「
暖
暖
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
今
後
の
ご
利
用
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

午
後
か
ら
は
三
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
の

芸
能
広
場
が
始
ま
り
ま
す
。
作

品
は
午
前
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

  

平
成
十
六
年
の
中
越
大
震
災 

と
平
成
十
九
年
の
中
越
沖
震
災 

を
被
災
し
た
北
条
地
域
の
真
の

復
興
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

食
べ
る
物
、
農
産
物
、
手
工
芸

品
等
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ご

近
所
や
お
友
達
、
お
誘
い
あ
わ

せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

     
■ 

ご
協
賛
の
お
願
い 

「
暖
暖
」
の
改
修
費
は
中
越
大

震
災
復
興
基
金
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
費
用
の
中
で
業
者
も
精
一
杯

の
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
も
手
づ
く
り
で

き
る
と
こ
ろ
は
汗
を
か
い
て
が

ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
が
資
金
が

不
足
し
て
お
り
ま
す
。 

  

こ
の
た
び
、
運
営
資
金
の
調

達
の
一
環
と
し
て
、
協
賛
金
付

の
「
暖
暖
コ
ー
ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト
」

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
十
一

枚
綴
り
で
五
千
円
で
す
。（
通
常

は
三
千
円
）
。
チ
ケ
ッ
ト
は
暖

暖
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
で

販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、

暖
暖
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
風
呂

敷
も
お
願
い
し
ま
す
。

中
越
大
震
災
か
ら
四
年 

未
だ
続
く
防
災
視
察 

 
  

北
条
地
域
が
中
越
大
震
災
と

中
越
沖
地
震
を
連
続
し
て
被
災

し
た
地
域
と
し
て
、
昨
年
八
月

以
降
、
防
災
視
察
や
講
演
依
頼

が
未
だ
絶
え
ま
せ
ん
。 

  

先
月
（
十
月
）
は
十
七
日
に

千
葉
県
柏
市
か
ら
六
十
名
が
、

二
十
二
日
は
九
州
佐
賀
県
市
長

会
（
副
市
長
）
十
名
が
来
柏
さ

れ
ま
し
た
。 

 

視
察
内
容
は
自
主
防
災
組
織

の
立
ち
上
げ
、
特
に
連
絡
体
制

の
確
立
や
要
援
護
者
台
帳
の
整

備
と
地
区
内
の
連
絡
手
段
と
し 

て
整
備
し
た
携
帯
無
線
の
取
り

組
で
す
。 

  

こ
れ
も
、
自
分
た
ち
の
地
域

が
未
會
有
の
災
害
を
経
験
し
た

中
で
町
内
会
長
と
連
携
し
て
必

要
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
し
て

き
た
こ
と
が
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
防
災
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

   
  

「
春
の
あ
け
ぼ
の
秋
の
夕

仰
ぐ
八
石
金
倉
の 

す
が
た
雄

雄
し
く
西
の
空
・
・
・
」
と
続

く
北
条
中
央
小
学
校
の
校
歌

は
、
作
詞
・
相
馬
御
風
、
作
曲
・

中
山
晋
平
と
い
う
立
派
な
先
生

に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
四
十
一
年
、
中
央
小
学

校
は
東
条
笹
川
に
北
条
第
二
尋

常
高
等
小
学
校
と
し
て
建
設
さ

れ
、
昭
和
二
十
二
年
に
北
条
中

央
小
学
校
と
改
名
。
そ
の
後
、

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
三
つ

の
小
学
校
（
北
条
・
長
鳥
・
中

央
）
は
北
条
南
小
学
校
と
北
条

北
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
小
学
校
も
間
も
な
く
統
合
さ

れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昭
和
二
十
七
年
度
卒

業
生
の
江
部
祥
平
さ
ん
（
名
古

屋
在
住
）
は
年
を
重
ね
る
に
し

た
が
い
、「
先
人
た
ち
の
大
変
な

苦
労
と
努
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
素
晴
ら
し
い
校
歌
を
何
と
か

形
に
残
し
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
何
人
か
の
同
級
生
に

相
談
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一

人
・
江
部
友
栄
さ
ん
が
発
起
人

     

と
な
り
、「
北
条
中
央
小
歌
碑
建

立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
同
級
生
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。
地
主
の
椿
巳
智
雄
さ
ん
も

同
級
生
一
人
と
し
て
快
く
土
地

を
提
供
す
る
な
ど
、
多
く
の
仲

間
が
賛
同
し
、
歌
碑
が
完
成
。

そ
の
除
幕
式
が
去
る
十
月
二
十

五
日
、
小
学
校
跡
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

歌
碑
は
金
倉
山
に
向
か
っ
て

二
ト
ン
以
上
あ
る
座
石
の
上
に

威
風
堂
々
と
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。 

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 

北条地区
コミュニティ
振 興 協 議 会
TEL25-3355
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